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令和6年3月定例会は、3月6日から15日までの10日間の会期で開会され、初

日には、令和6年度の施政方針の説明、条例や予算等の議案が上程された。

7日、8日には担当課長より当初予算説明を聞き取り、各常任委員会による予算

審査が実施された。

12日、13日の2日間で6名の議員による一般質問が行われ、15日は、条例19件、

補正予算9件、当初予算9件、その他7件、追加上程の人事4件がそれぞれ可決、

同意された。

一般会計当初予算は、前年度当初比9.8％増の89億8,454万円。主な事業は、町

の観光資源や農産物のブランド力を高める戦略づくりの委託料2,191万円、菊水

地区の菊水ロマン館と三加和地区の緑彩館の近くに整備する公園の工事費5,500

万円。菊水小学校、三加和小学校、町体育館空調整備事業に5億1,213万円。

定例議会
報告

令和６年

３月令和６年度 当初予算当初予算

144144億億6,1336,133万円万円総
額

会　　計　　名 令和6年度当初予算額

一　般　会　計 89億8,454万4千円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業会計 13億1,618万8千円

介護保険事業会計 14億6,890万9千円

特別養護老人ホーム事業会計 6億4,821万3千円

後期高齢者医療事業会計 2億537万3千円

春富財産区特別会会計 93万円

公
営
企
業
会
計

簡易水道事業会計 1億6,284万7千円

下水道事業会計 3億1,293万円

病院事業会計 13億6,140万1千円

※企業会計の予算額については、収益的及び資本的支出の合計額

会計名 補正額 補正後の額

国民健康保険事業会計 6,830万6千円 14億6,754万2千円

介護保険事業会計 △3,358万4千円 14億6,323万9千円

特別養護老人ホーム事業会計 △1,205万7千円 5億4,480万5千円

春富財産区特別会計 6万2千円 101万3千円

後期高齢者医療事業会計 38万8千円 2億427万8千円

簡易水道事業会計 △5,630万円 1億5,009万9千円

下水道事業会計 △2,983万7千円 2億8,318万1千円

病院事業会計 △8,232万6千円 10億7,927万円

事業名 内　容 金　額

定住促進事業
結婚新生活支援事業補助金の申請見込件数の増加に伴う
補助金の増額

48万3千円

戸籍システム管理経費 戸籍等証明書類の内容変更対応のためのシステム改修等 246万4千円

子ども医療費助成事業
新型コロナウイルス及びインフルエンザの流行により医
療費が増えていることに伴い、子ども医療費の助成額の
増額

185万2千円

町道維持管理業務
行政区等の要望、緊急を要する作業等に対応するため
工事請負費の予算増額

145万円

河川維持管理業務 住民要望による河川維持管理作業を行うための予算増額 150万円

特別会計補正予算

歳出で増額された主な事業

　令和5年度　一般会計補正予算

一般会計補正予算総額

補正予算の主な内容は、令和5年度の各事業実績見込み等による不用額の合計と

追加補正分の差引で1億8,779万円の減額となった。

1億8,779万を減額

9090億億6,6196,619万円万円総
額
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令和６年度　特別会計当初予算

■特別会計当初予算の内訳

総　額：36億3,961万円

令和５年度 令和６年度
町税 927,146 919,293
　町民税 334,654 302,036
　固定資産税 480,823 506,436
　軽自動車税 51,670 53,365
　町たばこ税 57,552 55,025
　入湯税 2,447 2,431
分担金及び負担金 14,421 11,402
使用料及び手数料 41,102 40,822
財産収入 7,928 31,809
寄付金 703,000 803,000
繰入金 803,555 1,208,004
繰越金 1 1
諸収入 27,713 54,558

小　　計 3,452,012 3,988,182

令和５年度 令和６年度
地方譲与税 78,734 83,796
利子割交付金 170 170
配当割交付金 1,800 2,000
株式等譲渡所得割交付金 1,200 2,100
法人事業税交付金 10,437 12,600
地方消費税交付金 242,176 211,976
ゴルフ場利用税交付金 10,700 11,000
環境性能割交付金 3,800 4,400
地方特例交付金 3,800 2,501
地方交付税 3,200,000 3,040,000
交通安全対策特別交付金 1,300 1,208
国庫支出金 715,450 746,213
県支出金 427,378 509,791
町債 955,500 1,287,900

小　　計 5,652,445 5,915,655

令和５年度 令和６年度 増減額
議会費 87,304 75,997 △11,307
総務費 1,714,204 1,956,440 242,236
民生費 1,896,756 2,023,694 126,938
衛生費 830,997 786,665 △44,332
農林水産業費 229,826 342,180 112,354
商工費 201,394 285,652 84,258
土木費 853,165 935,612 82,447
消防費 287,960 310,789 22,829
教育費 1,071,751 1,259,624 187,873
災害復旧費 17,954 26,891 8,937
公債費 966,000 961,000 △5,000
予備費 20,000 20,000 0

令和６年度　一般会計当初予算

歳　　　入

歳　　　出

8989億億88,,454454万円万円総
額

住んで良かった！ 住み続  けたい！ 和水町のために

自主財源 依存財源 （単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

令和５年度･8,177,311千円　令和６年度･8,984,544千円　増減額807,233千円

＊この表の用語は、次のように定義します。
　自主財源とは、町が自ら徴収又は収納できる財源
　依存財源とは、国・県から交付される財源と国等から借り入れる財源

令和５年度･8,177,311千円　　令和６年度･8,984,544千円歳入合計

歳出合計

国民健康保険事業会計

13億1,618万8千円

簡易水道事業会計

1億6,284万7千円

下水道事業会計

3億1,293万円

病院事業会計

13億6,140万1千円

特別養護老人ホーム事業会計

6億4,821万3千円

介護保険事業会計

14億6,890万9千円

令和６年度　公営企業会計当初予算

■公営企業会計当初予算の内訳

総　額：18億3,717万円

後期高齢者医療事業会計

2億537万3千円

春富財産区特別会計

93万円
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議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第4号 条例 和水町課設置条例の一部改正について	 原案可決

議案第5号 条例 和水町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部
改正について 原案可決

議案第6号 条例 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例について 原案可決

議案第7号 条例
和水町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正につ
いて

原案可決

議案第8号 条例 和水町介護保険条例の一部改正について	 原案可決

議案第9号 条例 和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準
に関する条例等の一部改正について 原案可決

議案第10号 条例 和水町営住宅管理条例の一部改正について 原案可決

議案第11号 条例 和水町簡易水道条例の一部改正について 原案可決

議案第12号 条例 和水町教職員住宅設置条例の廃止について 原案可決

議案第13号 条例 和水町春富コミュニティセンター設置及び管理に関する条例の制定に
ついて 原案可決

議案第14号 条例 和水町春富コミュニティドーム設置及び管理に関する条例の制定に
ついて 原案可決

議案第15号 条例 和水町春富コミュニティ広場設置及び管理に関する条例の制定につ
いて 原案可決

議案第16号 条例 和水町緑コミュニティドーム設置及び管理に関する条例の制定につ
いて 原案可決

議案第17号 条例 和水町春富集会センターの設置及び管理に関する条例の廃止につい
て 原案可決

議案第18号 条例 和水町社会体育施設設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第19号 条例 和水町金栗四三の生家施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて 原案可決

議案第20号 補正予算 令和5年度　和水町一般会計補正予算（第8号） 原案可決

議案第21号 補正予算 令和5年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第4号） 原案可決

議案第22号 補正予算 令和5年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第4号） 原案可決

議案第23号 補正予算 令和5年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第4号） 原案可決

議案第24号 補正予算 令和5年度　和水町春富財産区特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第25号 補正予算 令和5年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第3号） 原案可決

議案第26号 補正予算 令和5年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決

議案第27号 補正予算 令和5年度　和水町下水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決

町長提出議案一覧採 決 結 果

条 例： 19件
補 正 予 算： 9件
当 初 予 算 9件
そ の 他： 7件
人 事： 4件

計 48件

月議会議案審議3議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第28号 補正予算 令和5年度　和水町病院事業会計補正予算（第5号） 原案可決

議案第29号 当初予算 令和6年度　和水町一般会計予算 原案可決

議案第30号 当初予算 令和6年度　和水町国民健康保険事業会計予算 原案可決

議案第31号 当初予算 令和6年度　和水町介護保険事業会計予算 原案可決

議案第32号 当初予算 令和6年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 原案可決

議案第33号 当初予算 令和6年度　和水町春富財産区特別会計予算 原案可決

議案第34号 当初予算 令和6年度　和水町後期高齢者医療事業会計予算 原案可決

議案第35号 当初予算 令和6年度　和水町簡易水道事業会計予算 原案可決

議案第36号 当初予算 令和6年度　和水町下水道事業会計予算 原案可決

議案第37号 当初予算 令和6年度　和水町病院事業会計予算 原案可決

議案第38号 条例 和水町行政不服審査会条例の廃止について 原案可決

議案第39号 その他 熊本広域行政不服審査会の共同設置について 原案可決

議案第40号 その他 指定管理者の指定について 原案可決

議案第41号 その他 工事請負変更契約の締結について 原案可決

議案第42号 その他 町道の路線廃止について 原案可決

議案第43号 その他 町道の路線認定について 原案可決

議案第44号 その他 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 原案可決

同意第1号 人事 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

同意第2号 人事 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

同意第3号 人事 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

同意第4号 人事 和水町副町長の選任について 原案同意

議員提出議案一覧
議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

発委第1号 条例 和水町議会議員の政治倫理に関する条例の一部改正について 原案可決

発委第2号 条例 和水町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 原案可決

発委第3号 その他 日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出について 原案可決
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農業委員会　　1,881万円

農地の利用状況調査を行い、無断転用の防止や
遊休農地化や耕作放棄地の増加抑制を図り、農林
振興課と連携し集落ごとの地域計画の策定を行い、
農業の振興に取り組む。

委員長　竹下　周三
当委員会に付託された令和6年度当初予算の審査報告をします。所管課は農業委員会・農林振興課・建設課・

保健子ども課・町立病院・福祉課・特別養護老人ホームです。関係する予算を全て賛成多数で承認しました。

厚生建設経済常任委員会 令和６年度予算審査報告

福祉課　23億2,618万円

福祉センター整備、エレベーター改修費や指定
管理料として2,444万円計上。新規事業として高
齢者補聴器購入補助事業や移動販売車活動補助事
業等が計画されている。高齢化が進む中、認知症
対策として徘徊捜索アプリの活用や夢ランド認知
症カフェ運営補助事業等に取り組む。

★	高齢者の皆様が住み慣れた町や地域で安心安
全な暮らしの実現に向け、介護人材確保や介
護サービスの質の向上が必要との意見が出た。

保健子ども課　7億9,167万円

・子ども達の安心安全を基本として、子育てし
やすい環境整備の為の予算が配分された。
・保健衛生費はコロナワクチン接種がB類に移行
し、公費負担が無くなり、減額された。
・健康増進事業費は母子の健康管理及び安心し
て子育てが出来る体制づくりに取り組んでいる。

★放課後子どもクラブについて三加和地区で
4割、菊水地区で5.5割が利用されている。

★神尾保育園周辺の道路環境を改善するよう意
見が出た。

農林振興課　3億1,938万円

セカンドライフ応援事業200万円や有機農業推
進協議会設立30万円等が新たな事業。又、菊水排
水機場ポンプ更新や板楠排水施設整備工事等が計
上された。

★	竹粉砕機の有効活用を望む意見が出た。

建設課　9億3,561万円

道路改良事業では、下平松木原線・大杉下津原
線・古城線・栗崎線・中路石場線・中路皆行原線・白
石線の道路改良工事として1億4,935万円。岩線
の志源寺工区道路改良工事、牧野小田線の歩道新
設工事では2億2,887万円が計上された。町内178
橋ある橋梁点検委託料4,500万円、8河川の護岸工
事掘削事業に1億120万円計上された。

★	橋梁点検は5年周期で実施している。

和水町病院事業会計　11億116万円

医療機器導入・3Fのトイレ改修工事・スプリンク
ラー工事等の予算が計上された。工事等の影響に
より、外来患者の減少を見込んで予算が計上された。

★	少子高齢化による人口減少推計等を考慮して
確かな目標のもと事業管理者を中心に職員各
位意識改革を図り、最良の医療を地域住民に
提供される事を期待する。

特別養護老人ホーム　6億4,821万円

・人件費　3億2千万円　・職員派遣紹介手数料　1,656万円　・ケアリーダー研修費　97万円
・給食の業務委託料　5,096円　・車椅子購入費　25万円　等が揚げられている。

★	町の一般会計からの繰り入れを極力抑える努力を望む意見が出た。
★待機者は現在の所25名である。
★	施設介護サービス向上の為にも職員の処遇改善の必要があるとの意見が出た。
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議案第8号 条　　例 和水町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

議案第29号 当初予算 令和6年度　和水町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

議案第31号 当初予算 令和6年度　和水町介護保険事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

議案第32号 当初予算
令和6年度
和水町特別養護老人ホーム事業会計予算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議員名

議　案

賛否が分かれた議案だけを掲載
 〇は賛成　×は反対　−は欠席月 定 例 会 一賛 覧否 表3

※議長は可否同数または特別議決の時以外
表決に参加しません。

討論 議案第29号　　反対：笹渕議員

■人／事／案／件■
令和6年3月定例会において、和水町固定資産評価審査委員会委員、和水町副町長の選任について上程され、
次のとおり同意されました。
〇和水町固定資産評価審査委員会委員　　盛田　真生（馬場）
〇和水町固定資産評価審査委員会委員　　石原　忠邦（立石）
〇和水町固定資産評価審査委員会委員　　北原　望（上平野）
〇和水町副町長　　　　　　　　　　　　藤本　麻衣（立石）

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　名 審査結果 付託委員会

302
令和5年
11月28日

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択
を求める陳情

配付

344
令和6年
1月16日

農業委員会への女性登用に関する要望書 配付

396
令和6年
2月21日

日本政府に日米地位協定の抜本的改定を求める請願 採択
総務文教
常任委員会

受付番号 受付年月日 件　　　名 審査結果 付託委員会

286
令和5年
11月17日

和水町議会の一部議員における守秘義務違反（情報漏洩）、期日遅延、
除斥違反などの地方自治法および和水町各条例に対する度重なる違反
及び幇助、公開委員会等において住民（実名）に対する名誉棄損など
の議会の不適切運営を是正することを主旨する請願書

継続
審査

令和5年
請願第1号
特別委員会

【継続審査分】



Nagomi vol.68 Nagomi vol.6811 10

地域振興課

Q	 子育て広場事業700万円について、一日何人くらい
利用があるか？

A	 毎週火、木、金に実施しており、1日に5名程度の利
用である。

Q	専用水道管理事業296万円の新規事業として異常通
報装置設置するとあるが、職員に連絡がいくのか？

A	 雷のたびに職員が現場に行きブレーカーの確認をし
ており、以前、雷により、給食センターの水が出ない
ということがあった。そのことから他の水道施設に
聞いたところ、全て設置しているということから連
絡が来て早急に対応できるように考えている。

住民環境課

Q	 戸籍住民基本台帳等事務経費886万円において、コ
ンビニ交付運営が行われているが実績はどうか？

A	 11月からコンビニ交付行っており、住民票と印鑑証
明などが発行可能となっている。この4か月で167
件となっている。

Q	 環境衛生事務経費148万円の修繕料として屋内消
毒器の新規購入は考えているか？

A	 例年3台購入しており、修繕料は1万円の増減なし
である。

※	屋内消毒器について急に壊れる可能性もあることから
年次計画で入れていくことが望ましいとの意見が出た。

総務課

Q	 防災行政無線施設管理経費541万円の個別受信機
の交換は特にどういった理由か？

A	 故障もあるが、電波が入りにくい等の不具合もある。
屋外のアンテナ設置等で対応している。

Q	 国際交流事業314万円は、台湾礁渓郷と、姉妹提携
する予定か？

A	 台湾礁渓郷の民間的な商工会などと交流を続けて
いこうと考えている。

まちづくり課

Q	 光ブロードバンド活用事業、予算額34万円、
DOSPOTが無くなり光回線のみになることで今ま
でとどう大きく変わるか？

A	 公民館など災害時に避難所等で利用できようになる。
その為、避難所の無線ランも合わせて工事していく
予定である。

Q	定住促進事業8,833万円のお試し暮らし住宅を利用
して移住されている方はどのくらいか？

A	 1号棟高野、2号棟中林で2号棟の方が人気はあるが移
住には直接つながっていない現状である。

Q	お出かけ交通事業2,764万円、あいのりくんの南関
まで乗り入れが可能であるが利用の状況は？

A	 1〜2件程度である。
Q	地方バス路線維持補助事業2,874万円で地域公共交
通サービスが行われているが、コミュニティーバス
の検討をしないのか？

A	 公共交通会議であいのりくんをコミュニティーバス
に切り替える案は出ていない。

社会教育課

Q	中学校部活動地域移行推進事業386万円のうち、地
域スポーツクラブ活動体制整備事業150万円コーデ
ィネーター報酬の2分の1が対象経費で受益者負担
や市町村の自主財源が必要とはどういうことか？

A	 令和5年度までは県から100％であったが令和6年
度は早めに進んでいる分に関しては負担金という
ことなので、10分の7で予算を計算している。

Q	 和水町総合グラウンド管理経費910万円の内、委託
料436万円で第2グラウンドの活用としてどういっ
た内容のグラウンドを目指しているのか？

A	 どのような形で整備していくのか常任委員会でも
議論しながら次年度設計していく。

学校教育課

Q	 菊水小中学校共同調理場運営経費4,009万円、三加
和小中学校共同調理場運営経費1,512万円につい
て、将来的に調理場を一本化していく方向で考えて
いるのか？

A	 給食運営委員会、調理場運営委員会、教育委員会、
常任委員会、そして保護者と協議していくことを考
えている。

Q	 小学校管理経費でスクールバス運行業務委託2つの
小学校合わせて5,715万円の予算を組まれているが、
将来的にコミュニティーバスとの併用や、町独自で
バスを購入するなどによって予算を削減できないか、
その他の方法は検討されているか？

A	 現在のところ検討は無いが、スクールバスだよりを全
小学校に配布し、利用人数等をお知らせしている。

委員長　荒木　宏太
令和6年３月7日、8日の2日間の日程で、令和6年度当初予算の関係所管である、地域振興課住民環境課・学
校教育課・まちづくり課・社会教育課・議会事務局・税務課・総務課・会計室に説明資料等をもとに関係課長等の
説明を求め、審査を行いました。それでは、委員会の審査経過について一部の議論をご報告いたします。

議案第29号　令和6年度和水町一般会計予算
議案第30号　令和6年度和水町国民健康保険事業会計予算
議案第33号　令和6年度和水町春富財産区特別会計予算
議案第34号　令和6年度和水町後期高齢者医療事業会計予算

以上の4議案、いずれも賛成多数により原案可決とすることといたしました。又、少数意見の留保として、「会計年度任
用職員が多い。職務の責任もある為、今後正職員の増員をすべき」と、令和6年度一般会計予算への反対意見がありました。

総務文教常任委員会 令和６年度予算審査報告

議会運営委員長　坂本　敏彦
令和6年1月23日から25日までの日程で、埼玉県

三芳町（世界農業遺産・移動スーパー事業）、埼玉

県鳩山町（公共交通事業・移住定住）の行政視察

研修と熊本県選出国会議員へ陳情を行った。

埼玉県三芳町は、武蔵野台地に位置し人口3万7

千人、首都圏30㎞圏にあり、ベッドタウンと物流

基地として発展している。

落ち葉を堆肥化した（世界農業遺産認定）堆肥

を畑にすき込むサツマイモの生産が盛んで「川越

イモ」のブランドで、すべて軒先で販売し「イモ

街道」が確立されている。

他にも、根菜類や葉物野菜が生産され、農業後

継者の不足問題は無いとのこと。

また、世界農業遺産を次の世代に継承する小中

学生対象の落ち葉堆肥体験や東京都市圏家族を対

象とした農業体験を実施している。

移動スーパー事業は、週5日間延べ45ヶ所で販売

されている。

販売場所は、町・区長・スーパーの三者で協議

決定し、随時、見直しを行っている。

「いつ・どこで販売するのか」を町広報で周知す

ることで、利用者の増加につなげている。

埼玉県鳩山町は、埼玉県中央部に位置し、人口1

万3千人、首都圏50㎞圏の農村丘陵地帯で、高齢化

率は46％と高い率である。

町内バス路線の廃止と町内にタクシー事業者が

無い事から、町外への3路線と町内全域でデマンド

タクシーを運行している。

「町内どこへでも200円」で利用可能となっている。

移住定住事業は、空き家バンク事業と空き家解

体補助を実施している。また、町広報紙で「どう

する・少子化対策」の特集を組んだ移住対策につ

いて、町民と共に考えることは、意義あるものだ

と感じた。

研修最終日には、熊本県選出国会議員の6議員に

対して「道路整備」と「子育て対策への国の支援」

を陳情した。

また、中山間地域の農業を守る対策を講じるよ

う強く要望した。

議　会　議　員 視察研修報告

行政視察研修と国会議員への陳情
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ズバリ！聞きます

町の政策等について調査、審査する委員会が、令和6年4月1日から以下のとおり新体制でスタートしました。

和水町定例会は、原則として3月・6月・9月・12月に開かれ、議案審議、一般質問が行われます。
日程や一般質問等の詳細は、議会事務局にお尋ねください。
皆さんのお越しをお待ちしております。
なお、本庁、支所のロビー、各公民館でも生中継でご覧いただけます。

議会傍聴をお待ちしています！

委員会活動

竹下 秀島由己男氏の
遺品の状況と今後の計画
について。
町長 昭和9年に水俣

市で生まれ、平成4年に和水町津田に転入して平成
30年にご逝去された。作品は熊本県立美術館など
の美術館で個展が開かれるなど、日本を代表する銅
版画家で、町では購入、寄贈頂いた176点の銅版画
を所有保管している。今後は作品の展示、町民の皆
様に広く秀島氏の作品、功績を知っていただけるよう
取組んでいく。

教育長 所蔵されていた
作品は、ご親族様の一任を
頂き三加和公民館に保管
している。現在は専門家指
導の下、熊本県立博物館
発行の図録を基に写真撮影など調査整理を行ってい
る。今後は、秀島氏の顕彰も含め、社会教育や学校教育

の分野で活用していけるよう検討する。

竹下 作家の石牟礼道子氏との接点は。
社会教育課長 彼岸花という作品の画集の中で石牟
礼道子氏と共同発表されている出版物がある。熊本
日日新聞に連載された春の城の中で銅版画の挿入
絵に秀島氏が携われている。石牟礼氏は全国に通用
する環境運動家・詩人であり、秀島氏とは同郷であり、
姉さんの様に仲のいい間柄だったと聞いている。

竹下 金栗四三顕彰事業の今後は。
町長 マラソンの聖地づくり、金栗精神の継承、交
流促進の三本柱で事業を進める。

竹下 金栗銅像制作委託料が令和5年度当初予
算に計上されていたが、執行されず、令和6年度当
初予算では繰越明許費でなく、同一事業が同額計
上されている。職務怠慢ではないか。
町長 執行部で協議をする中で時間を費やした、
銅像建立と黎明の鐘の件も含めて、今後とも金栗生家
の集客に繋がる為のチームを結成し検討を進める。

木原 健康なごみ21

計画、保健事業実施計画

の評価は。

町長 生活習慣病の発

症、重症化予防等を目的に取り組んでいるが、高血

圧、糖尿病による合併症、肥満者が増加傾向にある。

住民環境課長 令和4年度特定健診受診率は66％で

県下2位。特定保健指導終了率は79.3％で県下8位。

保健指導で、重症化予防の治療割合は高くなった。令

和4年度和水町国保の総医療費は約9億円で微減だ

が被保険者数の減少で一人当たりの医療費は増加。

入院の医療費が総医療費の40％以上を占める。

木原 健康課題の解決に向けた今後の取り組み

は。

町長 生活習慣病発症予防のため乳幼児期から

健診の場を活用し、保護者等の健康にも配慮した保

健指導を行う。

住民環境課長 健診受

診率の向上、的確な

保健指導、後期高齢

者医療へ移行された

方への切れ目のない

保健事業を継続し、

生活習慣病の重症

化を予防していく。

木原 どのような体制で課題を解決していくか。

保健子ども課長 関係各課との情報共有や連携を密

にし、健康なごみ21計画・保健事業計画の実現を目

指していく。

その他の質問
町職員健診後の指導について、長期療養職員の有

無、メンタルヘルス対策、時間外労働等の質問を

行なった。

和水町の生活習慣病対策の成果と課題について

金栗四三氏、秀島由己男氏の精神を顕彰し、
想いの継承を‼
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ズバリ！聞きます 一般質問

亀㟢 菊水小学校敷地内
で町の会計年度任

用職員が運転する車両で児
童がはねられるという痛まし
い事故があったが、事故が発
生した経緯等について問う。

町長・教育長 被害に遭われ
た児童並びに

ご家族、学校関係者の皆様
に心から深くお詫び申し上
げます。

事故は、令和5年12月4日（月）午後1時20分頃の昼休み
の時間に発生。町の会計年度任用職員が運転する公用車
である軽トラックが校舎西門から出ようとした際に出
口手前で児童をはねて、引きずった。
事故の知らせを受けた教職員が救急車を要請し、その後、
ドクターヘリで搬送された。

亀㟢 事件発生か
ら今日まで

町ではご家族、被害
児童やその他の児童、
保護者等にどのよう
な対処をしたのか。
また、今後対応と再
発防止対策や使用者
責任についても併せ
て問う。

齊木 T･S･M･Cの工場

稼働の波及効果は。

町長 現在、大きな波

及効果は出ていない。

齊木 消防菊水分署周辺の町有地の利活用は。

町長 多額の事業費と排水処理問題等で頓挫。

齊木 宅地造成計画は11年目。計画を進めては。

まちづくり課長 調査研究する。

齊木 旧南小学校プー

ル跡地の利活用は。

町長 公募に募集無し。

条件を見直し再公募。

齊木 ふるさと納税の

現状は。

まちづくり課長 令和5年度は約7億5千万円。

齊木 ふるさと納税の寄付金で農家の支援は。

町長 少子高齢化や人口減少対策に重点活用中。

齊木 ふるさと納税の寄付金を人への給付で無

く、町の基幹産業たる農業が、次の世代にも、ま

た次の世代にも継承できる、優れたシステムの構

築に使っては。

農林振興課長 視野に入れ検討する。

齊木 移住定住促進・子育て応援プランの現状は。

町長 令和5年度の移住者は32人。

齊木 移住定住の施策の数値目標は。

町長 4年間で60区画の宅地開発が目標値。

齊木 教育大綱・教育創造計画は石原町長就任

後、特に協議等は行われていなように理解する。

令和の教育、石原町長が町民に約束した教育が実

現する内容を盛り込み進むべき方向性ついて確

認・調整をお願いする。･

学校教育課長 県の教育振興基本計画が本年秋頃策

定予定。県を参考にしながら次期改定を進めて行く。

旧南小学校プール跡地の利活用状況は　
ふるさと納税で農林水産業の支援は　
移住定住と住宅取得の状況は　町の教育施策の方針は　

菊水小学校での事故の真相究明と二度と事故を起こさない為の
再発防止対策の徹底を‼

亀㟢　清貴議員

齊木　幸男議員

笹渕 「有機農業の推
進に向けた協議会」につ
いて、協議会のメンバー
や設立の時期、内容は。

農林振興課長 構成員は有機農業や環境にやさしい
農業に取り組まれている農家や関係機関の教育委
員会、JA、物産館等を考えている。アドバイザーは熊
本県職員や学識経験者を考えている。6月頃協議会
を立ち上げ先進地の視察研修を行い指導者の育成
や取り組み農家の面積の拡大推進や販路拡大を考
えている。来年度以降は学校教育課と連携して米以
外の農産物も提供できればと思う。

笹渕 全国的に教員不足が起きているが、その
理由と来年度の町内小中学校の正規教員は確保で
きるか。
町長 文部科学省が令和3年度に行った教員不
足に関する実体調査によると熊本市を除く県内小中
学校の教員不足は78人、中学校は全国ワースト1位

の1.77%、小学校はワースト2位の0.88%と他の都
道府県と比べても教員不足が生じている。来年度の
正規教職員の確保はきびしい状況。

教育長 教員不足の原因は教員採用倍率の低下や
長時間労働と考えられる。

笹渕 教員の労働時間は1日12時間近い。休憩
時間はわずか数分、担任がいない、専門外の先生が
教えてくれるなど教員が欠員になった学校は深刻
で負担がさらに重くなり、それが先生の病休を生
むという悪循環もある。長時間労働を短くするため
現場の先生たちに研究授業、学力テスト、教員評価
など何を削ったらいいか、要望を聞いたらどうか。
教育長 令和5年8月に町立学校における働き方改
革推進プランを策定し、時間外在校時間に上限を設
定し勤務時間の適正管理、ノー残業デーを設けるなど
業務の削減を図る。

千々岩 地域移行に向け

ての現状と課題について

問う。

教育長 すべての部活動

に外部指導者が配置されていないため、外部指導者

の確保が一番の課題である。各部活動に合わせた段

階的な地域移行が必要と考えている。

千々岩 和水町部活動検討委員会では、どのよう

な課題が出されているか。

社会教育課長 指導者の確保、学校施設の利用時の

管理体制の整備等。保護者アンケートでは、指導者

の資質、経済的な負担、活動場所や移動の時間等の

意見が出ている。

千々岩 外部指導者確保に向けて町としての取組は。

社会教育課長 町体育協会や文化協会、町内で活動

されている団体と連携しながら指導者確保に努めて

いく。また、熊本県地域クラブサポーターバンクが設

置されているので、登録募集中である。

千々岩 当初は令和6年度から休日の部活動を移

行する計画だったが、子ども達のことを考え、時

間をかけていいと思うが。

社会教育課長 令和6年度については、9月からが望

ましいと考えている。他の自治体を参考にしながら、

段階的に進めていきたい。

その他の質問
和水町総合グラウンドについて

中学校部活動地域移行について

「有機農業の推進に向けた協議会」の内容は
教員不足の理由と町内小中学校の正規教員は確保できるか

笹渕　賢吾議員

千々岩　繁議員

旧南小学校プール跡地。
本年5月中旬より再公募計画。

菊水小学校正門付近

町長 使用者責任については法律等に基づき対処し
たい。

その他の質問
①和仁川・十町川の河川浚渫状況と計画
②町河川の維持管理
③県道玉名立花線と国道443号線への歩道整備
④･高齢者等外出支援タクシー利用助成事業の条件緩和と利用促進について
⑤乗合タクシー「あいのりくん」の利用促進

町長・教育長

菊水小学校で事故発生
菊水小保護者説明会で報告
臨時校長会開催
保護者説明会に参加出来なかった保護者へ文書通知
その他の町立小中学校保護者へ文書通知
区長会・菊水地区民生委員会で報告

12 / 4
12/  7
12/  8
12/15
12/19
その他

1.教育事務所へスクールカ
ウンセラーの派遣依頼
2.職員へ安全運転徹底の文
書通知と児童等へ安全意
識の啓発
3.次年度ドライブレコーダー
を公用車全車設置予定

4.各学校で危険箇所再点検

5.各学校で敷地内への車両の
乗入れ規制とスクールバス
の運行上の安全確保
6.各学校に防犯カメラ設置
7.校舎周辺除草作業は次年度
業務委託し、児童等が登校
しない日での対応を検討
8.事故現場付近の景観変更

町の主な対応

再発防止対策
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12月
21日㈭ ♦有明広域行政事務組合定例会
26日㈫ ♦古墳祭実行委員会
27日㈬ ♦和水町年末警戒出発式

１月
4日㈭ ♦和水町20歳の式典
7日㈰ ♦令和6年和水町消防出初式
9日㈫ ♦広報調査特別委員会
16日㈫ ♦総務文教常任委員会

♦広報調査特別委員会
17日㈬ ♦全員協議会
23～25日㈫・㈬・㈭

♦議員研修（東京都・埼玉県）
31日㈬ ♦防衛議員連盟総会

２月
1日㈬ ♦台湾総領事訪問
4日㈰ ♦和水町親善駅伝大会
5日㈪ ♦せきすい斎苑連絡協議会

♦令和5年度和水町子ども議会
6日㈫ ♦玉名郡議長会定例会
7日㈬ ♦臨時議会
11日㈰ ♦第47回戦国肥後国衆祭り
22日㈭ ♦第74回定期総会

  （熊本県町村議会議長会）
26日㈪ ♦議会運営委員会
28日㈬ ♦金栗マラソン実行委員会
29日㈭ ♦台湾都市とオンラインミーテ

ィング
♦大分県玖珠町行政視察

３月
1日㈮ ♦大分県玖珠町行政視察
3日㈰ ♦中央公民館まつり
6日㈬ ♦令和6年第1回和水町議会定

例会
9日㈯ ♦荒玉地区自衛隊入隊激励会
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報
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員
長
　
亀
﨑
　
清
貴

A C T I O N

議会のうごき

　和水町の風景やイベントなどの写真を募集しています。和水町の

議会だよりは年４回（5月・8月・11月・2月）発行しています。

皆さんのご応募をお待ちしています。

【お問合せ】　☎０９６８‐８６‐５７２９（議会事務局）

議会だより表紙を募集しています

12月定例会以降の主な行
事について報告します。

委

員

長
　
亀
﨑
　
清
貴

副
委
員
長
　
荒
木
　
宏
太

委

員
　
笹
渕
　
賢
吾

委

員
　
白
木
　
　
淳

委

員
　
木
原
　
泰
代

委

員
　
千
々
岩
　
繁

菊水ボランティア活動の一環として、古墳の森公園花壇を四季

の花々の植栽をして景観形成活動をしています。

春の桜が咲く３月下旬〜４月中旬は見頃です。１１月から正月

も様々な花で花壇をいろどります。

〈主に植えている場所〉

・古代の森公園花壇

表 紙 の 紹 介
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